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年次標語 「入（会）って良かった！東京新橋ロータリークラブ」 

                                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

佐藤 公博 会員の 

「イニシエーションスピーチ」 

本日の卓話 

 
キャメロン首相は、英国の将来は EU と共にあると考え
ているが、保守党内の欧州懐疑派の支持を得るために
彼らの立場に近い政策に傾斜していった。 
・国民投票 
EU 残留派は「Britain Stronger in Europe」（英国は欧州
にいてこそ強くなれる）、離脱派は「Vote Leave」（離脱
に投票を）がそれぞれの運動グループをリードし、選挙
運動が始まった。世論調査では当初残留派が多かった
が、徐々に離脱派が増え、コックス議員の事件後は、逆
に残留で決まりとの流れになった。しかし離脱派は、押
し寄せる難民が英国の不利益になる、毎週 EU に支払
っている3億5千万ポンドを自国の為に使うべき、といっ
た国民に分かり易いネガティブ・キャンペーンを張り、最
終的には勝利した。残留派は、EU 改革案を合意に持ち
込んだ点を効果的にアピール出来なかった。 
・離脱の影響 
EU 離脱ドミノは当分ないと思われるものの、スコットラ
ンドの分離独立等、UK 統治の仕組みの問題も再び浮
上している。ポンド崩落、株式市場の下落、不動産価格
の下落等、経済的な影響が出始めている。中長期的に
は、英国のみならず、欧州、世界にマイナスの影響が
大きくなるだろう。 
・離脱交渉 
400 万以上の署名提出があったが、国民投票のやり直
しはないと政府は却下した。欧州理事会への通知から
2 年以内に交渉がまとまるかは不明である。 
・考察 
結局、EU 統合の基本的な枠組みはドイツとフランスを
中心に構築されており、遅れて参加した英国にとって
EC/EU は居心地の悪いものであった。キャメロンは EU
からの離脱だけでなく、連合王国を解体した首相として
歴史に名を残すであろう。いつかは、孤立して貧しくなっ
たリトル・イングランドが再び EU 加盟を申請する日が来
るのではないだろうか。 
 

～～前回の例会～～ 

慶應義塾大学 名誉教授 

田中 俊郎 氏 

「なぜ英国は EU 統合から距離をおこうとするのか」 

（内海 基二 会員ご紹介） 

 

先月 23 日に行われた EU の残留・離脱を問う国民投票にお
いて、英国民はEUからの離脱を選択しました。これまでの経
緯と今後の影響について、田中様よりお話を頂きました。 
・経緯 
出発点は 2013 年 1 月 23 日のキャメロン首相のブルームバ
ーグ演説。次の総選挙で勝利したら、EU の改革を交渉し、
2017 年末までに英国の EU 継続を問う国民投票を行う意向
を示す。2015 年総選挙で勝利し、2016 年 2 月の欧州理事会
で EU 改革案の合意を獲得し、国民投票を 6 月 23 日に実施
することを発表。国民投票の結果は、多数が EU からの離脱
を選択し、キャメロン首相は辞意を表明、7 月 13 日メイ内相
が新英国首相に就任したが、離脱の正式通告と交渉の開始
時期は依然として不明である。 
・英国と EU の関わり 
英国は EC/EU には加盟しているものの、通貨主権の移譲を
嫌って欧州通貨制度(EMS)には参加せず、適用除外（オプ
ト・アウト）が認められる「可変翼・多速度型」統合の先例を認
めさせた。 
サッチャー首相はブリュージュ演説において、連邦的な欧州
に強く反対し、退陣後も反 EU色を鮮明にし、EU のネガティブ
イメージを植え付ける上で強い影響を与えた。ブレア首相は
単一通貨への参加について好意的であったが、ブラウン財
務相は経済力に関する 5条件を発表して慎重な態度を取り、
国民の多数も参加を支持しておらず、ユーロへの参加を先
送りし、選挙公約の国民投票も行わなかった。 

 

 

 

 

 

    140７号  2016/7/26 

木村奈美枝会員にポール・ハリス・フェローの認証

状が贈呈されました。おめでとうございます！！ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

○会長報告（代理：陣内副会長） 

大変お暑い中、ご出席頂きまして誠にありがとうございま

す。この時季は熱中症にご注意頂くことと風邪の方もいら

っしゃるようですので、どうぞ無理をなさらずお気をつけて

お過ごしください。本日の歌は鉄道唱歌２番ということで、

いよいよ歌も動き出しました。長尾会長は先週の検査入

院の結果を持ちまして、今週もお休みでございます。先

週のタイムリーな卓話のお話にございましたが、ユネスコ

の世界遺産委員会の開催地のトルコ・イスタンブールで

はクーデター未遂も起きましたが、「ル・コルビュジエの建

築作品」として西洋美術館が世界遺産に登録されまし

た。７か国１７作品で世界にまたがる世界遺産としては国

内初になるそうです。西洋美術館は１９５９年の完成で、

余計なお世話ですが、垂澤会員と同い年であります。本

日もタイムリーな EU とイギリスのお話を慶應義塾大学の

田中先生より伺えるようでございます。さて、先週は千代

田グループのグループ協議会が開催されました。地区の

委員会からのご案内とグループの課題、各クラブの運営

方針のお話がありました。各クラブそれぞれ課題はお持

ちの様でありました。また RI 規定審議会の議題もありまし

たが時間切れとなりました。また今年度は IM の開催も予

定されているようであります。最後に東京八王子ロータリ

ークラブ名誉会員・1994-95 年度ガバナーの矢野洋四朗

様（85歳）が、7/9に永眠されましたことに哀悼の意を表し

まして謹んでご通知申し上げます。 

〇委員会報告（大塚インターンシップ委員長） 

毎年実施している芝商業高校からのインターンシップ研

修生の受け入れですが、今年は 12/8、9 に実施されま

す。受け入れ企業の募集ですが、専用のファックス用紙

にて、9/23（金）締切となりますので宜しくお願いします。 

会報委員会 委員長 高橋秀一郎 副委員長 伊賀大祐  委員 冨岡洋一 中井隆三 福本正勝 関 隆利 

 

次回８月２日（火）の卓話は、海瀬 亀太郎会員です。 

演題は「ロータリー財団について」です。 

次 回 例 会 の予 定  

ニコニコボックス 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

 

海瀬 亀太郎  田中俊郎名誉教授をお迎えして。 

岡田 髙治   お盆が過ぎ、ミンミン蝉が鳴き始め、高校

野球の予選も佳境。暑い夏が入口です。

                          

 

本日の歌 「鉄 道 唱 歌  ～東 海 道 編 ～ ３番 」 
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第 1453 回 例 会 報 告  

■ 7 月 19 日例会プログラム 
1．点鐘   
2．ロータリーソング「それでこそロータリー」、 

本日の歌「鉄道唱歌～東海道編～２番」  
3．木村会員へポール・ハリス・フェローの認証状贈呈 
4．副会長報告 
5．委員会報告 
6．卓話  
7．点鐘  

 
■ 出席報告     

7 月 19 日出席者 33 名 ビジター2 名  
ゲスト 1 名 出席率 58％ 
7 月 12 日出席者 37 名 メーキャップ 8 名 計 45 名 
会員数 59 名 出席対象者 56 名 修正出席率 80％
 

■ ビジター（敬称略） 
上瀧 博正（東京）、 朝井 隆夫（東京西） 
村上 義弘（上田会員ゲスト） 


